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1 2022 ೧ౕの主な事業活ಊ 

2022 ೧ 

4 月 

6 ೖ 社会௒査士資格申請書ྪ൅ૻ 

25 ೖ コンサルティングଲ応（異ช化コミュニケーション研究科୉学院生）（ஓీ助教） 

27 ೖ ୊ 1 回 CSI センター運営会議 

 

5 月 

6 ೖ 社会௒査士実習科໪概གྷๅ告書・成果෼・ས修གྷ項൅ૻ 

9 ೖ ౹計検ఈガイダンス（౹計教育෨会） 

18 ೖ ୊ 2 回 CSI センター運営会議 

18 ೖ ୊ 1 回 CSI センター࿊ཙ会議 

 

6 月 

1 ೖ 社会௒査士（キャンディデイト）資格・指ఈ科໪証໎書申請受෉（～6 月 15 ೖ） 

7 ೖ IASSIST 出席（オンライン参加）（～10 ೖ）（出席者：ஓీ助教、∃橋助教） 

 12 ೖ 愛ඦ県౨温市受୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

21 ೖ ୊ 1 回社会௒査データ活༽セミナー「社会௒査データの使い๏・୵し๏」（講師：∃橋助教） 

24 ೖ ౹計活༽セミナー「レポートに使える政ැ HP による෾析セミナー」（講師：ᓐຌ准教授） 

26 ೖ 愛ඦ県౨温市受୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

 

7 月 

1 ೖ ニュースレター୊ 9 号൅行 

5 ೖ ཱི教女学院高౵学校にて「データのཤ活༽」に関しての講義（講師：山口࿪൥教授） 

13 ೖ ୊ 3 回 CSI センター運営会議 

13 ೖ ୊ 2 回 CSI センター࿊ཙ会議 

15 ೖ ౹計教育フォーラム・公開講演会（講師：Cal Poly State ୉学教授 ドイ・ジミー氏） 

22 ೖ ཱི教女学院高౵学校にて「データのཤ活༽」に関しての講義（講師：山口࿪൥教授） 

  



 

4 

8 月 

29 ೖ 人事෨ 情ๅリテラシー研修（講師：山口࿪൥教授） 

30 ೖ コンサルティングଲ応（ビジネスデザイン研究科୉学院生）（山口助教） 

 

9 月 

7 ೖ 愛ඦ県౨温市受୙業ແ଩合せ（～9 月 9 ೖ＜出௃＞、24 ೖ）（政ැ౹計෨会） 

26 ೖ 社会௒査士（キャンディデイト）および 9 月ଖ業生 指ఈ科໪証໎書申請受෉（～10 月 14 ೖ） 

13 ೖ コンサルティングଲ応（ビジネスデザイン研究科୉学院生）（山口助教） 

 

10 月 

3 ೖ 社会௒査データアーカイブ RUDA ௒査データ公開（௒査൬号 0077）（社会௒査෨会） 

12 ೖ ୊ 4 回 CSI センター運営会議 

15 ೖ ౹計௒査士ଲ策セミナー୊ 1 回・୊ 2 回オンデマンドഓ信開始（～2023 ೧ 3 月 31 ೖ）（政ැ౹計෨会） 

21 ೖ ෳౣ県ీଞ市および౨京商工リサーチ受୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

24 ೖ コンサルティングଲ応（ビジネスデザイン研究科୉学院生）（ஓీ助教） 

26 ೖ ୊ 2 回社会௒査データ活༽セミナー「社会௒査データの解析：クロス集計と૮関෾析」（講師：∃橋助教） 

29 ೖ 愛ඦ県౨温市受୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

 

11 月 

5 ೖ 愛ඦ県౨温市受୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

10 ೖ ౹計௒査士ଲ策セミナー୊ 3 回「Zoom による質疑応౶・௜઴ଲ策」（講師：ᓐຌ准教授） 

13 ೖ 愛ඦ県౨温市受୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

16 ೖ ୊ 5 回 CSI センター運営会議 

29 ೖ 機械学習セミナー（೘໵ฦ)（講師：౨༺学園୉学専೜講師 ໵ీ実氏） 

30ೖ ୊ 3 回社会௒査データ活༽セミナー「社会௒査データの解析：回帰෾析・್次෾析」（講師：ஓీ助教） 

 

12 月 

6 ೖ 機械学習セミナー（決ఈ໨ฦ)（講師：౨༺学園୉学専೜講師 ໵ీ実氏） 

7 ೖ ୊ 6 回 CSI センター運営会議 

7 ೖ ୊ 3 回 CSI センター࿊ཙ会議 

10 ೖ 愛ඦ県౨温市受୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

20 ೖ ニュースレター୊ 10 号൅行 
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2023 ೧ 

1 月 

21 ೖ ୊ 12 回社会௒査フォーラム「R を༽いたイベント・ヒストリー෾析」（講師：౨๼୉学教授 ෳీ࿳孝氏） 

25 ೖ ୊ 7 回 CSI センター運営会議 

 

2 月 

15 ೖ 『2022 ೧౨温市஦小ྷ細企業現状೼握௒査ๅ告書』೴඾ 

18 ೖ 愛ඦ県౨温市஦小ྷ細企業振興シンポジウム（講師：菊ஏ໌༬教授、ᓐຌ准教授） 

28 ೖ 研究紀གྷ『社会と౹計』୊ 9 号൅行 

 

3 月 

1 ೖ 社会௒査士資格 指ఈ科໪証໎書申請受෉（～3 月 15 ೖ） 

8 ೖ ୊ 8 回 CSI センター運営会議 

8 ೖ ୊ 4 回 CSI センター࿊ཙ会議 

17 ೖ 社会௒査士資格申請書・ร更಩書受෉（～3 月 28 ೖ） 

18 ೖ ୊ 12 回౹計研究会「『事業所฾集஄データベース』によるึ完に基づく『౨温市஦小ྷ細企業現状೼握௒査』 

集計結果」（講師：環ଢฑ༺୉学専೜講師 ૖ీஎ秋氏） 

31 ೖ 『ೖຌの公ద౹計・౹計௒査 ୊ 3 ൝』൅行 
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2 各෨会の事業計画および事業ๅ告 

1） 政ැ౹計෨会 

2022 ೧ౕ事業計画 
（１） ౹計教育コンテンツの作成・充実とཤ༽のଇ進 

2019 ೧に施行された改正౹計๑に合わせ、౹計検ఈ౹計௒査士ଲ策ຌに位஖෉けられる「ೖຌの公ద౹計・
౹計௒査」、「౹計௒査士ಚ఼源໲ୌ集」、「公ద౹計の್次దཤ༽に制ౕに関する学習コンテンツ」をన時改ఙ
し、整ඍする。 

 

（２） ౹計教育コンテンツの作成・充実とཤ༽のଇ進 

これまでఴ開してきた公ద౹計コンテンツにେわる資ྋが社会దに充実するようになってきたため、෨会で
はᶅ～ᶉにେわるસରを໤དしたオンデマンドコンテンツの開൅を行っている。સ学共௪カリキュラム向けの
CSI ఑供科໪で、「౹計情ๅで社会・経済を診இする」をଲ象に既ଚ授業を෨෾దに E-ラーニング化する。ଲ
໚ PC 演習科໪をൔオンデマンド（7 回）ൔଲ໚授業（8 回）で設計する༩ఈである。 

 
ᶅ公ద౹計学習コンテンツ Official Statistics Contents for Multi-user（すたまる） 
ᶆ公ద౹計૱合学習コンテンツ Official Statistics Navigator（すたなび） 
ᶇ将པ人口推計コンテンツ Future Population Projection Contents（ポコ） 
ᶈ経済ഀ及効果෾析コンテンツ Repercussion Effect Analysis Contents（リコ） 
ᶉSPSS をཤ༽したミクロ౹計෾析コンテンツ 

 

（３） ஏ域における౹計෾析と紹介 

愛ඦ県౨温市から事業者向けのસ数௒査の事業所現状೼握௒査（仮称）企画・設計（௒査න作成と௒査๏๑
の指಍で 2020 ೧ౕに実施済み）を受୙した。クロス集計නによる෾析結果のๅ告（2022 ೧ౕ）を受୙する可
೵性があり、その場合 6 月௒査、9-10 月集計න及びๅ告概གྷの఑出、2023 ೧ 1-2 月ๅ告会の開催といった༩
ఈを૟ఈしている。౨温市との試行దな取りૌみとして౹計๑ 27 条事業所฾集஄データベースをཤ༽した฾
集஄໌฿の整ඍを支援する༩ఈとなっている。 

 
委୙業ແの計画は以下の௪り。 
・事業所現状೼握௒査（仮称）企画・設計・・・2020 ೧ౕ  
・事業所現状೼握௒査（仮称）結果෾析業ແ・・・2022 ೧ౕ  
・事業所現状೼握௒査（仮称）෾析ๅ告書作成業ແ・・・2022 ೧ౕ  
・事業所現状೼握௒査（仮称）結果ๅ告会開催業ແ・・・2022 ೧ౕ 

 

（４） CSI ౹計研究会・懇࿫会、講習会・講演会の開催 

௒査౹計および加工౹計の作成機関の୴౲者を招き、౹計研究会を開催する。2020 ೧ౕから౨京୉学、૥
稲ీ୉学で実施されてきた経済౹計研究会の運༽を引き受けているため、ྈ๏のༀ割を兼ねて研究会を開く。
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経済౹計研究会は኏松毅先生の研究会で、ௗ೧各省ுの౹計作成෨局の๏々を集めてఈ期研究会としてஎられ
ている。኏松先生が౨୉ୂ官後、૥稲ీ୉学の西郷浩先生ଠ、各୉学の世࿫人が引き継いでいたが、2020 ೧ౕ
から政ැ౹計෨会で引き継ぐことにした。౹計委員会メンバーがଡ数研究会に೘っている。 

新型コロナの影響で研究会はオンラインで෈ఈ期実施となっている。また、౹計ཤ༽とも関わる講習会・講
演会を開催する。2019 ೧ౕに公ద౹計の್次దཤ༽制ౕ及び౹計 GIS のཤ༽が拡充されたことを受けて、こ
れらのཤ༽ଇ進に重఼を஖く。 
 

（５） ౹計検ఈ受験のଇ進 

౹計教育෨会と࿊携し、学習意ཋ向上のため 2022 ೧ౕ౹計検ఈの受験への事業協ྙを行う。学෨ 1 ೧次に
3 級、2 ೧次以上で 2 級・౹計௒査士を勧める。また、ຌ学学生の౹計௒査士試験の合格ིを高めるため、෨
会コンテンツを使༽して学生のための支援活ಊを実施する。ຌ೧ౕも、౹計௒査士ଲ策セミナーを外෨にも公
開する。 

 

（６） 公ద౹計の್次ཤ༽制ౕの活༽推進 

౹計๑が改正され、データのཤ活༽が一૜ଇ進されるようになった。౹計データの個ධのཤ༽は、฾集஄໌
฿、ಙ໌データ、オーダーメード集計、オンサイト施設でのཤ༽、事業所฾集஄データベースといった種ྪが
ある。຿間では事業所฾集஄データベース以外のཤ༽は概ね೟められている。そのため、౹計๑改正にあわせ
て推進される公ద౹計の್次దཤ༽制ౕ（27 条・33 条申請、ಙ໌データཤ༽、オーダーメード集計）に関す
る紹介に重఼を஖く。実際にཤ༽を試みるとともに、ཤ༽ର験を収集し紹介する。෨会コンテンツをཤ༽した
್次ద෾析の講習会を開催するほか、౹計๑に基づく制ౕのཤ活༽が広がっており、၈ᛎするための情ๅ収集
も継କしておこなう。 
 
2022 ೧ౕ事業ๅ告 
（１）セミナー開催 
◆CSI ౹計活༽セミナー 
 CSI ౹計活༽セミナーの໪దは、公ద౹計のཤ活༽について学習することである。22 ೧ౕはフリーでཤ༽
できる政ැ౹計のデータを案಼するセミナーを行った。 

 
講義಼༲：レポートに使える政ැ HP による෾析セミナー     

開催ೖ時：2022 ೧ 6 月 24 ೖ（金） 17：10～18：50 

場  所：ஓୀキャンパス 8 号館 8503 教室 

講    師：ᓐຌ 健（経済学෨ 准教授） 

参加人数：5 ໌（学෨生 4 ໌、教職員 1 ໌）  

 
 
◆౹計௒査士ଲ策セミナー 

౹計検ఈ౹計௒査士試験のଲ策セミナーとなるຌセミナーは、2022 ೧ౕは 3 回行った。このセミナーは、
2021 ೧ 11 月に୊ 2 ൝が൅行された最新൝のオリジナルテキスト『ೖຌの公ద౹計・౹計௒査 ୊ 2 ൝』を
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使༽した実ભదなセミナーであり、୊ 1 回໪と୊ 2 回໪は、CSIHP・Blackboard にてಊ画のഓ信を行った。
そして୊３回໪は໲ୌ集を元に໲ୌ傾向の解説と質疑応౶を Zoom で行った。感染症で悪条件が重なる஦、
ྭ೧とรわらず若干໌合格したというๅ告を受けている。2023 ೧ 3 月にテキスト୊ 3 ൝を作成し、൅行し、
セミナー資ྋを差し଺えた。 

 

〈୊ 1 回〉 

講義಼༲：「౹計制ౕで఼数アップ」一ൢ公開、オンデマンドセミナー      

視௎期間：2022 ೧ 10 月 15 ೖ（ౖ）～2023 ೧ 3 月 31 ೖ（金) 

講    師：香川 ྍ྆（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

視௎者数：9 ໌  

一ൢ申込者数：4 ໌ 

 

〈୊ 2 回〉 

講義಼༲：「図නをಣんで఼数アップ」オンデマンドセミナー 

視௎期間：2022 ೧ 10 月 15 ೖ（ౖ）～2023 ೧ 3 月 31 ೖ（金) 

講    師：ᓐຌ 健（経済学෨ 准教授） 

視௎者数：5 ໌  

 

〈୊ 3 回〉 

講義಼༲：「Zoom による質疑応౶・௜઴ଲ策セミナー」 

開催ೖ時：2022 ೧ 11 月 10 ೖ（໨) 

講    師：ᓐຌ 健（経済学෨ 准教授） 

参加人数：3 ໌ 

 

（２）௒査・෾析の受୙事業 
愛ඦ県౨温市の஦小事業者向けસ数௒査の指಍と෾析について 2022 ೧ 6 月 1 ೖから 2023 ೧ 2 月までの期

間で受୙した。௒査は景況௒査と新型コロナ向けの事業者௒査も兼ねた設計となった。௒査は 6 月に実施し、
8 月-11 月にデータの௧加೘ྙと、修正を行った。2023 ೧ 2 月にๅ告会を現ஏで開き、ๅ告書などの೴඾෼を
೴めた。CSI では೧ 1 件ఖౕであれば自治ରからの௒査෾析の委୙を随時受୙できるର制を整えている。 
 
（３）CSI ౹計研究会の開催について 
 経済౹計研究会との共催で、౹計研究会を೧ 1 回開催した。୊ 12 回はཱི教 CSI が愛ඦ県౨温市から受୙し
た௒査研究のプロジェクトの成果を紹介した。૖ీஎ秋・環ଢฑ༺୉学専೜講師を招き、事業所฾集஄データ
ベース、いわゆるビジネスレジスターを使༽したೖຌで初めてのプロジェクトの成果をๅ告した。活൅な質疑
応౶がなされた。 
 

〈୊ 12 回౹計研究会〉 

テーマ：「『事業所฾集஄データベース』によるึ完に基づく『౨温市஦小ྷ細企業現状೼握௒査』集計結果」    
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開催ೖ時：2022 ೧ 3 月 18 ೖ（ౖ）13：30～15：00 

講  師：૖ీ எ秋（環ଢฑ༺୉学 専೜講師) 

参加人数：20 ໌  

 

（４）2021 ೧ౕ事業を振りศって  
2023 ೧ 9 月に助教 1 ໌ର制から 2 ໌の௪常ର制に໯り、ようやくཚち஥いて業ແに専೨できる状況になっ

た。今後今いる助教の先生๏で精௪している෾໼でセミナーを設ఈしていきたい。  
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2） 社会௒査෨会 

2022 ೧ౕ事業計画 
（１）社会௒査データアーカイブ（RUDA）プロジェクト 
1）データ整ඍ業ແ  
¾ 2021 ೧ౕまでに、寄୙されたデータセットのうち 66 データをクリーニングし、公開した。2022 ೧ౕで

は、さらに 3 データセットをクリーニングする。 
¾ 紙ഖରで寄୙された௒査データの஦で研究資ྋとしての価஍が高いと൓இされるデータのు子データ化を

行う。 
¾ ཱི教୉学の社会௒査士科໪ G（社会௒査を実際に経験し学習する科໪）で蒐集された、ྖదな社会௒査デ

ータをଲ象に RUDA への寄୙伺いを行い、寄୙されたデータを収集し、公開する。 
¾ RUDA の海外への൅信ྙ強化および国಼の࿊携強化に向け、国際基準である DDI（Data Documentation 

Initiative）フォーマットに基づくメタデータの作成を継କして行う。 
 
2）RUDA データのཤ༽ଇ進に向けた取りૌみ 

¾ 社会௒査活༽セミナーの開催：RUDA データの教育・研究ཤ༽をさらにଇ進するため、データのཤ活༽

に関するセミナーを開催する。将པదにはアーカイブ୵索に関する Web コンテンツの作成や、データཤ

༽初心者でも活༽しやすいようサービスの整ཀྵを行い、より広൥な RUDA データのཤ༽に向けた基൭構

஛につなげることを૟ఈしている。 

¾ RUDA を஦心としたデータアーカイブのཤ活༽をテーマとするセミナーを೧に 1 回行う。 

¾ RUDA データをཤ༽した್次෾析のやり๏に関するセミナーを೧に 2 回行う。 

¾ 社会௒査をཤ༽した研究について情ๅ収集を行い、既ଚデータཤ༽の可೵性について見識を深め、RUDA
の広ๅに還元する。その一環として、先進దな研究൅නが行われる国際学会に参加する。 

 
3) アーカイブ事業の協ྙର制 

¾ DDI を基൭として、国಼外アーカイブとの࿊携事業を行い、より広൥な್次ཤ༽環境の整ඍ、そしてア

ーカイブ事業に関わる研究協ྙ基൭の構஛を行う。具ରదには以下の 2 つの事業を行う。 

¾ ૮互検索システムの構஛：RUDA と国಼外アーカイブでそれぞれが所༙しているデータを一元దに検索

することができるシステムを構஛し、໤དద・効ིదなデータ検索環境の整ඍを行う。 

¾ 研究協ྙ基൭の構஛：データアーカイブ運営の在り๏をテーマとする研究基൭を国಼外アーカイブとの共
ಋのもと整ඍし、国಼アーカイブ水準の改વに向けた研究൅信を行う。そのために、先進దな研究൅නが
行われる国際会議にて海外アーカイブ事情を確೟し、改વ案をໝ索する。 

 
（２）社会௒査士資格関࿊事業 
1）社会௒査士・専໵社会௒査士科໪申請の支援  

ૌ織会員として加೘している社会௒査協会にଲし、学಼における一元దな࿊ཙ責೜者として、学෨・研究
科಼の学಼࿊ཙ責೜者と࿊携して社会௒査士・専໵社会௒査士カリキュラムの科໪申請事ແを行う。また、
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学෨・研究科が設஖する資格ଲ応科໪の೟ఈ申請に関する૮஌受෉などの諸支援を行う。 
 

2）社会௒査士・専໵社会௒査士取ಚ申請の支援 
教ແ事ແセンターと࿊携して学෨学生・୉学院学生の社会௒査士・専໵社会௒査士資格取ಚ支援ର制を整

ඍし、取ಚ希๮者にଲする૮஌・申請の受෉業ແを行うとともに、資格申請に関する学಼広ๅを行う。また、
教ແ事ແセンターと࿊携して 2012 ೧ౕより಍೘した指ఈ科໪証໎書൅行システムの運༽を௪じ、資格取ಚ
૮஌から申請までの一貫した૯口業ແを఑供する。 

 
（３）そのଠଲ外࿊携事業 
1) ICPSR（Interuniversity Consortium for Political and Social Research）の国಼ཤ༽協議会を௪じた会員機関

として、その所଄データཤ༽の学಼広ๅにつとめる。 
 
2) ICPSR ຌ෨が実施するサマープログラム（セミナー）、および ICPSR 国಼ཤ༽協議会が実施する夏季౹計

セミナー౵の活ಊに関する学಼広ๅにつとめる。  
 
（４）社会௒査フォーラムの開催 

౹計ద社会௒査のཀྵ࿨と๏๑に関する実ભྭの紹介を企図とするセミナー（社会௒査フォーラム）を、1
回以上開催する。具ରదには、外෨から社会௒査の経験がある研究者を招ᡊし、社会௒査の実際をテーマと
する研究会の開催を௪して、そのཀྵ࿨や๏๑を広く学ぶ機会を設ける。または、社会௒査データを活༽して
いる実ແ家をお招きし、活༽に至った経緯やその実ભと意義に関する講演会を開催する。 

 
（５）社会௒査に関わるコンサルティング事業 
1) 学಼研究者と୉学院学生にଲし、社会௒査の企画・設計に関する૮஌、および౹計෾析に関する૮஌を受

け෉ける。 
 
2) 学಼෨局にଲして、社会௒査の企画・設計の諸๏๑に関する૮஌、および౹計෾析に関する૮஌を受け෉

ける。 
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2022 ೧ౕ事業ๅ告 
（１）社会௒査データアーカイブ（RUDA）プロジェクト 

ཱི教୉学社会௒査データアーカイブ（Rikkyo University Data Archive: RUDA）は、研究໪దや教育໪దの
್次෾析のため、以下のとおりデータセットを公開している。2022 ೧ౕは 1 データセットを新たに公開した。
また、新規に公開された 1 件のデータセットについて、国際ඬ準規格 DDI 形式のメタデータを௧加公開した。 

 
〈2022 ೧ౕ 公開データセット：1 件〉 

公開ೖ ௒査໌ 

2022 ೧ 10 月 3 ೖ 21 世紀の消ඇとくらしに関する௒査 

 
 
（２）セミナー・各種イベント開催 
 2022 ೧ౕは以下のセミナーを開催した。 
 
◆CSI 社会௒査データ活༽セミナー 
〈୊ 1 回〉 

テ ー マ：社会௒査データの使い๏・୵し๏～データアーカイブ活༽๑～       

開催ೖ時：2022 ೧ 6 月 21 ೖ（火） 17：30～19：00 

場 所：Zoom オンライン 

講 師：∃橋 かおり（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

参加人数：36 ໌（学෨生 4 ໌、院生 22 ໌、教職員 10 ໌） 

 

〈୊ 2 回〉 

テ ー マ：社会௒査データの解析 1 ～クロス集計と૮関係数～                      

開催ೖ時：2022 ೧ 10 月 26 ೖ（水） 17：30～19：00 

場 所：ஓୀキャンパス 8 号館 8503 教室 

講 師：∃橋 かおり（社会情ๅ教育研究センター 助教）              

参加人数：10 ໌（学෨生 2 ໌、院生 6 ໌、教職員 2 ໌） 

 

〈୊ 3 回〉 

テ ー マ：社会௒査データの解析 2 ～回帰෾析・್次෾析～                      

開催ೖ時：2022 ೧ 11 月 30 ೖ（水） 17：30～19：00 

場 所：ஓୀキャンパス 8 号館 8503 教室 

講 師：ஓీ 岳୉（社会情ๅ教育研究センター 助教）              

参加人数：8 ໌（学෨生 3 ໌、院生 3 ໌、教職員 2 ໌） 
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◆୊ 12 回社会௒査フォーラム 
テ ー マ：R を༽いたイベント・ヒストリー෾析 

開催ೖ時：2023 ೧ 1 月 21 ೖ（ౖ） 15：00～17：00 

場 所：ஓୀキャンパス 8 号館 8503 教室 

講 師：ෳీ ࿳孝（౨๼୉学 教授） 

参加人数：32 ໌（学෨生 12 ໌、院生 9 ໌、教職員 11 ໌）（学外 16 ໌、学಼ 16 ໌） 

 

 
◆後援セミナー౵ 
 ઴೧ౕ、開催஦止となっていた社会௒査フォーラムを今೧ౕは実施した。また、社会௒査士資格関࿊事業、
社会௒査に関わるコンサルティング事業、そのଠଲ外࿊携事業（ICPSR）についてはพ౏記載する。 

 
（３）2022 ೧ౕ事業を振りศって 

ຌ೧ౕは国ཱི情ๅ学研究所と行ったデータアーカイブに関する情ๅ交換や、IASSIST へのオンライン参加を
௪じて、国಼外機関のಊ向をஎる機会をಚた。今೧ౕより、セミナー・フォーラムのଲ໚開催が実現されたが、
次೧ౕ以降は、IASSIST 学会へのଲ໚参加なども見据えて業ແを進めていく༩ఈである。 
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3） ౹計教育෨会 

2022 ೧ౕ事業計画 
（１）સ学共௪カリキュラム・オンデマンド授業の管ཀྵ・運営 

『社会௒査೘໵』の管ཀྵ・運営 
『データ෾析೘໵』の管ཀྵ・運営 
『社会௒査の技๑』の管ཀྵ・運営 
『データの科学』の管ཀྵ・運営 
『ଡรྖ解析೘໵』の管ཀྵ・運営 
『Introduction to Statistics 1』の管ཀྵ・運営 
『Introduction to Statistics 2』の管ཀྵ・運営 
『Introduction to the Social Survey』の管ཀྵ・運営 
『Introduction to Multivariate Analysis』の管ཀྵ・運営 
これら 9 科໪の詳細は「オンデマンド授業」をご参照ください。 

 
（２）સ学共௪カリキュラム・オンデマンド授業༽教材の඲価と検証 

受講生の学習སྼデータ、モニター学生からのコメントなどをもとに、オンデマンド授業༽教材を඲価・検 
証する。 
 
（３）CSI ౹計セミナー、౹計検ఈଲ策セミナーの開催 

౹計検ఈ合格水準の౹計学に関するஎ識と活༽ྙを身に஥けるためのセミナー、および౹計検ఈの受験ガイ
ダンスを実施する。 
 
（４）౹計教育のための教材およびプログラムの新規開൅ 

社会から求められる人材育成のための、新たな教育プログラムや教材を開൅する。 
 
（５）౹計教育フォーラム・公開講演会の開催 

社会௒査や౹計関係の科໪୴౲者向けの FD を行う場としての౹計教育フォーラムや、౹計教育の開൅や推
進のための公開講演会の開催。 

 
（６）学外౹計教育関࿊行事への共催や後援 

スポーツデータ解析コンペティションをはじめとする学಼外での౹計教育関࿊の事業への関༫を௪じ、社会 
ద貢献を行う。 
 
（７）高୉࿊携プログラムの開催実施 

౹計やデータ活༽に関する高୉࿊携プログラムの開൅と実施を行う。 
 

（８）୉学間࿊携共ಋ教育推進事業への取ૌ 
拡୉൝ JINSE に参加して、加໏୉学と継କして౹計教育改વの活ಊを行う。 
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（９）データサイエンス෯専攻の支援とช෨科学省೟ఈプログラムへのଲ応 
データサイエンス෯専攻の支援を行う。さらにช෨科学省の数ཀྵ・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

೟ఈ制ౕ（リテラシーレベル・応༽基ેレベル）についての申請およびその後の運༽を行う。 
 
 
2022 ೧ౕ事業ๅ告 
（１） オンデマンド授業・セミナー౵について 
 
◆સ学共௪カリキュラム・オンデマンド授業の管ཀྵ・運営 
受講者数は下記の௪り、そのଠの詳細はพ౏記載している。 
 

1. 『社会௒査೘໵』 受講者数：203 ໌  

2. 『社会௒査の技๑』受講者数：204 ໌ 

3. 『データ෾析೘໵』受講者数：205 ໌ 

4.  『データの科学』 受講者数：206 ໌ 
5.  『ଡรྖ解析೘໵』受講者数：98 ໌ 
6.  『Introduction to Statistics 1』受講者数：205 ໌ 
7.  『Introduction to Statistics 2』受講者数：203 ໌ 
8. 『Introduction to the social survey』受講者数：34 ໌ 
9. 『Introduction to Multivariate Analysis』受講者数：52 ໌ 

 
◆CSI ౹計෾析セミナー 

CSI ౹計෾析セミナーは Blackboard を௪じてഓ信するオンデマンド型のセミナーである。既ଚの SPSS ౹
計解析（Basic コース／SEM コース）および R ౹計解析（基ຌコース／ଡรྖ解析コース）に加え、2018 ೧
ౕからは౹計検ఈଲ策セミナーコースのഓ信を行っている。 

 
【現在公開஦のコース】 
 

１．SPSS ౹計解析（Basic コース） 

౹計解析ソフト SPSS に関する基ຌಊ作を習ಚし、簡

ୱな౹計処ཀྵを行うための技術を身に஥ける。またಋ時

に、関࿊する౹計学の基ຌదな事項についても学習する。

基ຌ౹計ྖに加え、質దร数、ྖదร数に焦఼を絞り、

これらのร数をన切に集計、解析をできるレベルの૤作

を行う。 

講 師：୉橋 ᔪଢ࿢ 

（઴ 社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2022 ೧ౕౌ࿧者数：101 ໌ 

２．SPSS ౹計解析（SEM コース） 

 ౹計解析ソフト Amos に関する基ຌಊ作を習ಚし、

SEM によるモデル構஛と෾析結果の確೟を行うための

技術を身に஥ける。またಋ時に、一ൢదによく༽いられ

るモデルの紹介を行い、それらの෾析を௪してモデル構

஛や඲価に習熟する。 

 

講 師：୉橋 ᔪଢ࿢ 

（઴ 社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2022 ೧ౕౌ࿧者数：29 ໌ 
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３．R ౹計解析（基ຌ૤作コース） 

 ౹計解析環境 R のಊ作に関して、R の起ಊからデー

タのฯଚ、終྅の仕๏などの基ຌ૤作に習熟する。また、

スクリプトの書き๏を௪じて、簡ୱなデータハンドリン

グの技術を身に஥ける。 

講 師：୉橋 ᔪଢ࿢ 

（઴ 社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2022 ೧ౕౌ࿧者数：114 ໌ 

４．R ౹計解析（基ຌ૤作コース 2） 

・R を使って 1 ร数の集計ができるようになる。 

・R を使って 2 つの質దร数の関係性を೼握する。 

・R を使って 2 つのྖదร数の関係性を೼握する。 

 

講 師：୉橋 ᔪଢ࿢ 

（઴ 社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2022 ೧ౕౌ࿧者数：35 ໌ 

５．R ౹計解析（ଡรྖ解析コース１） 

୊ 1 回 R/R Studio の使い๏ 

୊ 2 回 重回帰෾析 

୊ 3 回 ෾散෾析 (1, 2 གྷ因参加者間実験) 

講 師：୉橋 ᔪଢ࿢ 

（઴ 社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2022 ೧ౕౌ࿧者数：26 ໌ 

６．R ౹計解析（ଡรྖ解析コース 2） 

୊ 1 回 R/R Studio で因子෾析  

୊ 2 回 R/R Studio でクラスター෾析  

୊ 3 回 これまでのまとめ（春学期/秋学期） 

講 師：୉橋 ᔪଢ࿢ 

（઴ 社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2022 ೧ౕౌ࿧者数：24 ໌

7．౹計検ఈଲ策セミナー 

●オリジナルテキスト 

●ಊ画（以下 18 コンテンツ） 

・1 ร数データのགྷ༁ ・2 ร数データのགྷ༁ ・཯散型確ིร数 ・༹々な཯散型確ིร数 ・࿊କ型確ིร数 

・༹々な࿊କ型確ིร数 ・推ఈ ・฾ฑ均の区間推ఈ ・฾ർིの区間推ఈ ・฾෾散の区間推ఈ  

・仮説検ఈとは、฾ർིの検ఈ ・฾ฑ均の検ఈ ・฾ฑ均の差の検ఈ ・న合ౕ検ఈ、ಢཱི性の検ఈ ・෾散෾析 

・ୱ回帰෾析 ・重回帰෾析 ・数නのಣ取り๏ 

講 師：山口 誠一（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2022 ೧ౕౌ࿧者数：67 ໌ 

 

◆౹計検ఈガイダンス・受験ଲ策セミナー 
社会情ๅ教育研究センターでは、౹計学習のサポートとして、ଲ໚での౹計検ఈガイダンスや受験ଲ策セ

ミナーを実施している。2022 ೧ౕはଲ໚での受験ଲ策セミナーは行わず、ガイダンスは春学期（5 月 9 ೖ）

にのみ行った。Blackboard における CSI ౹計検ఈଲ策セミナーは、౹計検ఈ 2 級および 3 級の試験ଲ策とし
て、テキスト及びಊ画を改修してഓ信した。 

 
◆高校生向け౹計教育セミナー 

7 月 5 ೖおよび 22 ೖにཱི教女学院高౵学校で、ଖ業࿨ช執ජ༩ఈの 3 ೧生をଲ象に、データのཤ活༽に
関する講義を行った。 
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◆機械学習セミナー（೘໵ฦ） 
テ ー マ：機械学習セミナー（೘໵ฦ）            

開催ೖ時：2022 ೧ 11 月 29 ೖ（火） 17：10～18：50 

場 所：Zoom オンライン 

講 師：໵ీ 実（౨༺学園୉学 専೜講師） 

参加人数：32 ໌ 

 
◆機械学習セミナー（決ఈ໨ฦ） 

テ ー マ：機械学習セミナー（決ఈ໨ฦ）        

開催ೖ時：2022 ೧ 12 月 6 ೖ（火） 17：10～18：50 

場 所：Zoom オンライン 

講 師：໵ీ 実（౨༺学園୉学 専೜講師） 

参加人数：20 ໌ 

 
 

（２） 共催・後援セミナー౵ 

 
◆2022 ೧ౕスポーツデータサイエンスコンペティション 

౹計教育෨会では、ೖຌ౹計学会スポーツデータサイエンス෾科会および情ๅ・システム研究機構౹計数
ཀྵ研究所が主催している「2022 ೧ౕスポーツデータサイエンスコンペティション」への参加を希๮する、ཱི
教୉学の個人参加の学生をチームとしてฦ成し、支援を行うべくର制を整えていたが、2022 ೧ౕは個人参加
の学生からの申し込みは寄せられなかった。

 
◆職員向け情ๅリテラシー研修 

昨೧ౕに引きକき 2022 ೧ౕも、教ແ෨より依བを受け、ຌ学職員に向けた౹計研修を行った。 
 

開催ೖ時：2022 ೧ 8 月 29 ೖ（月）13：00～16：00 

主 催：ຌ学人事課 

場 所：ཱི川記೨館 1 階会議室 

講 師：山口 ࿪൥（経営学෨ 教授） 

テ ー マ：今චགྷとされる౹計ద思考ྙ 

ଲ 象：ຌ学職員 

 
（３）データサイエンス෯専攻支援 

データサイエンス教育に関࿊した NEWS LETTER（Vol.9、Vol.10）を൅行した。 
 
 



 

18 

（４）2022 ೧ౕ事業を振りศって 
今೧ౕは「Introduction to Multivariate Analysis」および「Introduction to the Social Survey」という新規の

科໪を開講した。また、౹計検ఈのガイダンスを春学期に行い、Blackboard において CSI ౹計検ఈଲ策セミ
ナーで౹計検ఈの受験支援を行った。さらに、今回で 3 ೧໪となる機械学習に関するセミナーや、Jimmy 
Doi 先生 ( Department of Statistics, Cal Poly State University)を招いての講演会も開催した。今後も学಼外
との࿊携の下、౹計教育෨会での౹計教育の質ฯ証と一૜の充実のための活ಊを継କする。 
  



 

 

19 

3 資格支援事業 

1） 社会௒査士 

「社会௒査士」と「専໵社会௒査士」は、いずれも一ൢ社஄๑人社会௒査協会が೟ఈするものであり、社会
௒査のஎ識と技೵を༙する専໵దな人材の育成を໪దとして作られた資格である。 

社会情ๅ教育研究センターでは、社会௒査෨会の助教が資格ଲ応カリキュラム಍೘学෨・学科・研究科すべ
ての࿊ཙ責೜者となり、学生の資格取ಚや各学෨・学科の೟ఈ科໪申請の支援を行うなど、ཱི教୉学಼の社会
௒査士資格にかんする૯口業ແを୴っている。 
 
◇社会௒査士・専໵社会௒査士 資格制ౕ参加学෨・研究科 

・સ学共௪カリキュラム運営センター（オンデマンド授業） 
・社会学෨ સ学科 
・経済学෨ સ学科 
・経営学෨ સ学科 
・観光学෨ 交ླྀช化学科 
・コミュニティෳ祉学෨ コミュニティ政策学科 
・現େ心ཀྵ学෨ 心ཀྵ学科 
・୉学院 社会学研究科 
・୉学院 コミュニティෳ祉学研究科 

 
〈資格申請〉 

2022 ೧ౕの社会௒査士・社会௒査士（キャンディデイト）・専໵社会௒査士の資格申請・資格取ಚ者数は以
下の௪りである。 

 
社会௒査士 資格申請者数： 98 ໌（2023 ೧ 3 月申請෾） 
専໵社会௒査士 資格申請者数：3 ໌（2023 ೧ 3 月申請෾） 
社会௒査士（キャンディデイト）資格取ಚ者数：99 ໌（春学期 60 ໌・秋学期 39 ໌） 

 

（2023 ೧ 3 月 31 ೖ時఼）

  



 

20 

◆ຌ学における社会௒査士資格ならびにキャンディデイト資格申請の推移  

【社会௒査士申請者数の推移（2023 ೧ 3 月）】 

 

 
 
【学෨学科พ社会௒査士・専໵社会௒査士申請者数（2023 ೧ 3 月）】 
 

 
 

上記のグラフは、2010 ೧ౕから 2022 ೧ౕまでの、社会௒査士の申請者数の推移、移ಊฑ均を示したもので
ある。また、2022 ೧ౕ学෨学科พの社会௒査士、および専໵社会௒査士の申請者数は上記නのとおりである。 
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【社会௒査士（キャンディデイト）取ಚ者数の推移】 

 
 

ຌ学における社会௒査士資格のキャンディデイト申請者数は、上記のනのとおり推移している。2010 ೧ౕ
に、教ແ事ແセンターより૯口業ແが移管され、社会情ๅ教育研究センターでの申請受෉が始まった。2022 ೧
ౕのキャンディデイト申請者数は 99 ໌で、઴೧ౕにർべると 32 ໌の減少となった。 
 
【2022 ೧ౕ学෨学科พ 社会௒査士（キャンディデイト）取ಚ者数】 

 
上記のනは、2022 ೧ౕの学෨学科พの社会௒査士（キャンディデイト）取ಚ者数を示している。社会学෨で

は、ଠ学෨にർべて社会௒査士科໪を取ಚしやすいカリキュラム設計がなされているため、ຘ೧一ఈ数の学生
が申請に๜れている。一๏、コミュニティෳ祉学෨や現େ心ཀྵ学෨でも学生の関心が高い。今೧ౕは、経営学
෨の社会௒査実習受講者の申請があったため、経営学෨でも資格取ಚ者がみられた。 
 
〈科໪申請〉 

2022 ೧ౕも、2021 ೧ౕに引きକき Google ドライブを活༽して、各学෨・学科・研究科への説໎書ྪのഓ
ා、及び各学෨から申請科໪の情ๅ収集を行った。また、2012 ೧ౕからの社会学෨の࿊ཙ責೜者との଩ち合
わせは今೧ౕも Zoom を༽いて行い、スムーズに事を進めることができた。2022 ೧ౕは資格取ಚଲ応カリキ
ュラムを಍೘するસ学෨・学科・研究科合計で 111 科໪の೟ఈを受けた。また 2023 ೧ౕのଲ応科໪として 116
科໪の申請手କを 2022 ೧ 12 月に行い、2023 ೧ 3 月に 116 科໪の೟ఈを社会௒査協会より受けた。 
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2） ౹計検ఈ 

一ൢ財஄๑人౹計質ฯ証推進協会主催による PBT の౹計検ఈは、2022 ೧ౕからは秋季（11 月）に 1 級の
み実施となった。ただし、学಼でのಝ設会場受験は実施していない。1 級以外の級では CBT の形で受験でき
るようになっている。౹計検ఈは、ช෨科学省およびೖຌ学術会議による｢୉学教育の෾໼พ質ฯ証｣の一環と
して実施された試験であり、౹計教育の質ฯ証との関࿊で位஖づけられる。社会情ๅ教育研究センターでは
2011 ೧ౕより受験の案಼から౹計検ఈଲ策セミナー開催に至るまで、౹計検ఈ受験者にଲする一元దな支援
を行っている。 
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4 教育支援事業 

1) 正課科໪の開൅・఑供 
  2022 ೧ౕも引きକきસ学共௪カリキュラムのオンデマンド授業「社会௒査೘໵」・「社会௒査の技๑」・「デ
ータ෾析೘໵」・「データの科学」・「ଡรྖ解析೘໵」・「Introduction to Statistics1」・「Introduction to Statistics2」・
「Introduction to the Social Survey」・「Introduction to Multivariate Analysis」の運営を行った。なお、これら
9 科໪は社会௒査士資格೟ఈ科໪となっている。 
 
◆社会௒査೘໵ 
【 ୴ ౲ 者 】  ஓీ 岳୉（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【教育コーチ】 ∃橋 かおり（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【授業の໪ඬ】 社会௒査の意義と諸ྪ型に関する基ຌద事項をཀྵ解し、資ྋやデータの収集から෾析までの諸過ఖに 

関する基ેదな事項について概説する。社会௒査士資格೟ఈ科໪「A」にଲ応。 

【 受 講 者 数 】   203 ໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 
◆Introduction to the social survey 
【 ୴ ౲ 者 】  ஓీ 岳୉（社会情ๅ教育研究センター 助教）、໵ీ 実（ཱི教୉学 兼೜講師） 

【教育コーチ】 なし 

【授業の໪ඬ】 社会௒査の意義と諸ྪ型に関する基ຌద事項をཀྵ解し、資ྋやデータの収集から෾析までの諸過ఖに 

関する基ેదな事項について概説する。社会௒査士資格೟ఈ科໪「A」にଲ応。 

【 受 講 者 数 】   34 ໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 
◆社会௒査の技๑ 
【 ୴ ౲ 者 】 山口 誠一（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【教育コーチ】 ∃橋 かおり（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【授業の໪ඬ】 社会௒査の技๑దなଈ໚に஭໪し、௒査の企画・設計からデータの収集と整ཀྵに関する具ରదな๏๑

について解説する。社会௒査士資格೟ఈ科໪「B」にଲ応。 

【 受 講 者 数 】   204 ໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 
◆データ෾析೘໵ 
【 ୴ ౲ 者 】 山口 誠一（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【教育コーチ】 ໨ଞ 充（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【授業の໪ඬ】 社会௒査データの෾析の基ຌదなஎ識を修ಚし、データの記述や簡ୱな್ร数の関࿊を෾析し、結果

をన切に整ཀྵできるようになる。社会௒査士資格೟ఈ科໪「C」にଲ応。 

【 受 講 者 数 】 205 ໌ 
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授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 

◆Introduction to Statistics 1 
 【 ୴ ౲ 者 】 山口 ࿪൥（経営学෨ 教授）、ドイ・ジミー（ཱི教୉学 兼೜講師） 

 【教育コーチ】 なし 

 【授業の໪ඬ】  社会௒査データの෾析の基ຌదなஎ識を修ಚし、データの記述や簡ୱな್ร数の関࿊を෾析し、結果

をన切に整ཀྵできるようになる。社会௒査士資格೟ఈ科໪「C」にଲ応。 

 【 受 講 者 数 】  205 ໌ 

  授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 
◆データの科学 
【 ୴ ౲ 者 】 山口 誠一（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【教育コーチ】 ໨ଞ 充（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【授業の໪ඬ】 社会について考え、課ୌを解決するಕ具として社会௒査データ෾析を位஖づけ、データを༽いて推࿨

や仮説を検証するための手๑をରಚする。社会௒査士資格೟ఈ科໪「D」にଲ応。 

【 受 講 者 数 】  206 ໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 

◆Introduction to Statistics 2 
 【 ୴ ౲ 者 】 山口 ࿪൥（経営学෨ 教授）、ドイ・ジミー（ཱི教୉学 兼೜講師） 

 【教育コーチ】 なし 

 【授業の໪ඬ】 社会について考え、課ୌを解決するಕ具として社会௒査データ෾析を位஖づけ、データを༽いて推࿨

や仮説を検証するための手๑をରಚする。社会௒査士資格೟ఈ科໪「D」にଲ応。 

 【 受 講 者 数 】   203 ໌ 

  授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 
◆ଡรྖ解析೘໵ 
【 ୴ ౲ 者 】 小໼原 彩香（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【教育コーチ】 香川 ྍ྆（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【授業の໪ඬ】 データにઞむ重གྷな情ๅを໎らかにする๏๑としてଡรྖ解析を位஖づけ、基ຌదな考え๏、େනద

な手๑、および社会における活༽๑をཀྵ解する。社会௒査士資格೟ఈ科໪「E」にଲ応。 

【 受 講 者 数 】  98 ໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 
 
◆Introduction to Multivariate Analysis 
【 ୴ ౲ 者 】 ໵ీ 実（ཱི教୉学 兼೜講師） 

【教育コーチ】 なし 

【授業の໪ඬ】 データにઞむ重གྷな情ๅを໎らかにする๏๑としてଡรྖ解析を位஖づけ、基ຌదな考え๏、େනద
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な手๑、および社会における活༽๑をཀྵ解する。社会௒査士資格೟ఈ科໪「E」にଲ応。 

【 受 講 者 数 】  52 ໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 
 

2) 各種コンテンツの開൅および改修  

◆オンデマンドコンテンツの改修  
オンデマンド科໪については、講義資ྋ౵の一෨のఙ正を行った。また、ຌๅ告書の CSI ౹計෾析セミナ

ーにある「R ౹計解析（基ຌコース／ଡรྖ解析コース）」については、2022 ೧ౕは改修のために R 関࿊の
新規のコンテンツの作成作業を行った。 

 

3) データサイエンス෯専攻に関する自己఼検   
◆自己఼検とその結果の公න 

2022 ೧ౕも各学෨、સ学共௪カリキュラム運営センターと協ྙの上、自己఼検を行い、その結果を公න

する。 
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5 研究支援事業 

1) ௒査研究コンサルティング 

社会情ๅ教育研究センターでは、ཱི 教୉学の୉学院学生や教職員をଲ象に௒査研究に関するコンサルティン
グを行っている。主な૮஌಼༲は、学಼アンケートや社会௒査のཱི案や実施、公ద౹計データのཤ活༽、౹計
෾析に関する૮஌である。ଡくは一回にとどまらず、その後の௒査経過も含めて継କదなコンサルティングと
なっている。 

2022 ೧ౕのコンサルティング応஌件数は 4 件であった。研究科พで見ていくと、ビジネスデザイン研究科
の୉学院生 3 件、異ช化コミュニケーション研究科院生が 1 件であった。 
 
【2022 ೧ౕ社会情ๅ教育研究センター コンサルティング応஌件数】 
  

਼݇ 

ビジネスデザイン研究科 3 

異ช化コミュニケーション研究科 1 
૱計 4 

 
 
【社会情ๅ教育研究センター コンサルティング応஌件数 ೧ౕพ推移】 
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2) ଲ外࿊携活ಊ 

◆社会௒査協会 
一ൢ社஄๑人社会௒査協会と࿊携し、ಋ協会が実施する講習会事業の開催協ྙを行っている。2022 ೧ౕは

コロナ禍のためオンライン開催となり、ྭ೧行っていた開催協ྙは行わなかった。 
 

◆ICPSR（ຌ෨および国಼ཤ༽協議会） 
ICPSR（Inter-university Consortium for Political and Social Research：政治・社会௒査のための୉学間コ

ンソーシアム、ຌ෨：ミシガン୉学 社会௒査研究所）は、社会科学に関する௒査の個ධデータを世界各国や
国際ૌ織から収集・ฯଚし、それらを学術໪దでの್次෾析のために఑供する世界最୉級のデータアーカイ
ブである。ཱི教୉学は、国಼ཤ༽協議会（ハブ機関：౨京୉学社会科学研究所෡଒社会௒査・データアーカ
イブ研究センター）を௪じて加໏している ICPSR の会員機関である。 

社会情ๅ教育研究センターでは、2022 ೧ౕも ICPSR のデータアーカイブ機೵のཤ༽についての学಼広
ๅ、およびサマープログラムの学಼告எを行った。コロナ禍のため、ICPSR ຌ෨が実施するサマープログ
ラムはハイブリット形式での開催となったが、ຌ୉学からの出席者はなかった。 
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6 出൝෼ 

z 『ೖຌの公ద౹計・౹計௒査 ୊三൝』 

z NEWS LETTER（Vol. 9、 Vol. 10） 

z 社会情ๅ教育研究センター研究紀གྷ『社会と౹計』（୊ 9 号） 
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7 ૌ織図および構成メンバー 

社会情ๅ教育研究センターのૌ織図は以下の௪りである。 
 

 
 

■センターௗ 

水上 బ஋（社会学෨ 教授） 

 

《政ැ౹計෨会》 

■෨会リーダー      

ᓐຌ 健 （経済学෨ 准教授） 

■෨会メンバー  

安౽ ಕ人（経済学෨ 准教授） 

小໼原 彩香（社会情ๅ教育研究センター 助教）  

香川 ྍ྆（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

榎原 光士（社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント） 

■研究協ྙ者 

ᖝຌ 真一(ೖຌ୉学ชཀྵ学෨社会学科准教授)  

菊ஏ 進(ཱི教୉学໌༬教授)  

౽໼ ༡(෍山୻期୉学准教授)   

小西 純 ((公財)౹計情ๅ研究開൅センター主೜研究員)   

小໼寺 剛(九州国際୉学現େビジネス学෨ஏ域経済学科教授)   

ྵ໨ ༦୉(๼海学園୉学准教授) 

૖ీ எ秋(環ଢฑ༺୉学経営学෨現େ経営学科講師)  

西ྜྷ勝吾(ஏ域૓生学෨ ஏ域૓生学科専೜講師) 

౽井 英໎(ཱི教୉学経済研究所研究員)  

ଉ஝ 悟宇(社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント、ཱི教୉学୉学院経済学研究科) 

榎原光士（社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント） 

ඎ౽ᚢଢ࿗（社会情ๅ教育研究センター 学生アルバイト） 
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■࿊携機関 
๑政୉学ೖຌ౹計研究所 

 

《社会௒査෨会》 

■෨会リーダー  

高໨ 恒一（社会学෨ 教授）  

■෨会メンバー  

஦ᖔ 渉（社会学෨ 教授）  

ஓీ 岳୉（社会情ๅ教育研究センター 助教）  

∃橋 かおり（社会情ๅ教育研究センター 助教）  

小松 恵（社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント） 

宮ᖔ ಠ史（社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント） 

௙居 ༒気（社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント） 

 

 

《౹計教育෨会》 

■෨会リーダー  

山口 ࿪൥（経営学෨ 教授）  

■෨会メンバー  

ీ஦ ૳（経営学෨ 助教） 

山口 誠一（社会情ๅ教育研究センター 助教）  

໨ଞ 充（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

 

 

《社会情ๅ教育研究センター事ແ局》 

小川 ྀ秀（情ๅ企画室 課ௗ） 

໨ీ 英樹（情ๅ企画室 課ௗึ佐） 

兼஛ ໽࿪（情ๅ企画室 課員） 

౽୫ 貴樹（情ๅ企画室 課員） 

小山ీ 基香（社会情ๅ教育研究センター 教育研究コーディネーター） 

઴川 志௣（社会情ๅ教育研究センター 教育研究コーディネーター） 

笹沼 みずほ（社会情ๅ教育研究センター事ແ局） 

ྵ໨ ඔ࿪（社会情ๅ教育研究センター事ແ局） 

୉஝ ໎香（社会情ๅ教育研究センター事ແ局） 




